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大
正
後
期
〜
昭
和
前
期
、学
校
写
真
の
世
界 

―
岡
野
小
学
校
の
写
真
資
料
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

三
年
後
の
二
〇
二
三
年
は
学
制
施
行
か
ら

一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
横
浜
市

内
で
も
約
三
〇
の
小
学
校
が
創
立
一
五
〇
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
こ
の

年
に
向
け
て
学
校
・
教
育
関
係
資
料
を
再
整

理
し
、
よ
り
広
く
市
民
の
利
用
に
供
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一

環
と
し
て
目
録
を
作
成
中
の
「
教
育
・
学
校

資
料
写
真
」
の
う
ち
、
岡
野
小
学
校
の
写
真

資
料
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
整
理
し
て
み
た
い
。

写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
、
対
象
と
な
る

人
や
物
の
姿
を
周
囲
の
風
景
と
共
に
記
録
す

る
。
撮
影
者
の
ア
ン
グ
ル
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、

ピ
ン
ト
の
と
り
か
た
等
に
も
注
意
が
必
要
で

は
あ
る
が
、
写
真
は
そ
の
時
・
そ
の
場
に
あ

る
も
の
を
視
覚
的
に
記
録
し
、
見
る
人
の
感

情
に
働
き
か
け
る
機
能
を
も
つ
資
料
で
あ
る
。

と
り
わ
け
学
生
時
代
の
写
真
の
数
々
は
、
友

人
と
遊
ん
だ
り
学
校
行
事
に
励
ん
だ
楽
し
い

思
い
出
に
せ
よ
、
ま
た
先
生
に
叱
ら
れ
た
り

受
験
競
争
や
い
じ
め
等
に
苦
し
ん
だ
記
憶
に

せ
よ
、
そ
れ
を
見
る
人
に
過
去
を
回
顧
さ
せ
、

当
時
の
感
情
を
呼
び
さ
ま
す
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
そ
れ
だ
け
に
、
多
く
の
人
が
大
切
に

保
存
し
て
き
た
歴
史
資
料
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

学
校
写
真
は
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
歴
史

資
料
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
み
て
い
こ
う
。

一
、
岡
野
小
学
校
の
沿
革
と
そ
の
特
徴

岡
野
小
学
校
は
一
九
二
〇
年
一
一
月
二
〇

日
に
尋
常
高
等
小
学
校
と
し
て
創
立
し
、
近

隣
の
尋
常
西
平
沼
小
学
校
か
ら
五
〇
八
名
、

宮
谷
小
学
校
か
ら
六
二
二
名
の
転
校
生
徒
を

受
け
い
れ
て
授
業
を
開
始
し
た
（『
開
校
一

周
年
』、
一
九
二
一
年
、
岡
野
小
学
校
資
料
二
）。

そ
し
て
一
九
四
七
年
に
校
舎
が
新
制
中
学
校

と
し
て
転
用
さ
れ
、
初
等
学
校
と
し
て
は
廃

校
と
な
っ
た
（『
横
浜
市
学
校
沿
革
史
』、
四
七

〇
頁
）。
大
正
期
横
浜
の
人
口
急
増
を
背
景
に

開
校
し
、
戦
後
直
後
ま
で
継
続
し
た
学
校
で

あ
り
、
小
学
校
と
し
て
の
存
続
期
間
は
二
七

年
と
短
い
が
そ
の
歩
み
に
は
震
災
や
戦
災
な

ど
の
横
浜
の
歴
史
が
確
か
に
根
付
い
て
い
る
。

岡
野
小
学
校
資
料
は
、
二
〇
一
八
年
に
岡
野

中
学
校
か
ら
移
管
さ
れ
た
合
計
七
四
件
の
資

料
群
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
四
三
件
が
写
真
帳

や
ア
ル
バ
ム
等
の
写
真
資
料
で
表
紙
を
含
め

て
合
計
五
九
一
枚
の
画
像
資
料
を
採
録
で
き
た
。

冒
頭
の
写
真
も
そ
の
一
枚
で
、
講
堂
に
整
列
す

る
新
入
生
の
後
方
に
大
人
達
が
ぎ
っ
し
り
と
つ

め
か
け
て
い
る
。
子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
雰
囲

気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
写
真
で
あ
る
。

ま
た
岡
野
小
学
校
は
毎
年
一
一
月
に
学
校

記
録
を
作
成
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
度
か

ら
三
九
年
度
ま
で
の
合
計
十
七
冊
の
記
録
文

書
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
写
真
の
内

容
を
他
資
料
か
ら
検
証
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
今
回
は
代
表
的
な
写
真
か
ら
、
大
正

後
期
〜
昭
和
前
期
の
小
学
校
の
世
界
を
み
て

い
き
た
い
。

岡野小学校の入学式（年不詳、1929～1937年）
教育・学校資料写真031-001
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 大正後期～昭和前期、学校写真の世界　―岡野小学校の写真資料を中心に―●

二
、
写
真
資
料
か
ら
見
え
る
学
校
の
姿

（
一
）
校
舎
の
変
遷

ま
ず
は
学
校
生
活
の
基
本
舞
台
と
な
る
校

舎
の
変
遷
か
ら
整
理
す
る
。
開
校
当
時
の
校

舎
は
工
費
一
五
万
一
九
〇
〇
円
で
建
て
ら
れ

た
コ
の
字
型
の
木
造
二
階
建
て
で
、
教
室
数

は
二
二
で
あ
っ
た
【
写
真
1
】。
し
か
し
関
東

大
震
災
で
倒
壊
し
、
理
科
室
か
ら
発
火
し
て

三
〇
分
ほ
ど
で
灰
燼
に
帰
し
た
と
い
う
（『
教
育

研
究
紀
要
特
別
号
（
第
二
号
）
震
災
と
教
育
』、

横
浜
市
教
育
研
究
会
、
一
七
四
〜
一
七
五
頁
）。

震
災
に
よ
っ
て
市
内
の
学
校
は
一
斉
休
校

と
な
る
が
、
岡
野
小
は
一
〇
月
一
一
日
に
近

隣
の
西
平
沼
小
学
校
に
残
存
し
た
五
教
室
で

他
校
の
生
徒
と
共
に
授
業
を
再
開
し
た
。
ま

た
一
一
月
一
〇
日
に
は
旧
校
舎
の
焼
跡
に
三

六
の
テ
ン
ト
を
張
っ
て
学
校
単
位
の
授
業
を

開
始
し
た
（『
開
校
三
周
年
』、
一
九
二
三
年
、

岡
野
小
学
校
資
料
四
）【
写
真
2
】。
そ
し
て

一
九
二
四
年
一
月
二
二
日
に
は
バ
ラ
ッ
ク
の

仮
校
舎
と
し
て
二
棟
十
四
教
室
を
建
て
、
二

二
学
級
で
の
授
業
を
再
開
し
た
【
写
真
3
】。

こ
の
時
は
「
天
幕
教
室
に
比
す
れ
ば
手
足
も

思
う
よ
う
に
伸
び
呼
吸
も
自
由
に
な
し
得
る

が
如
く
感
じ
で
い
ひ
知
れ
ぬ
喜
び
に
満
た
」

と
い
う
（『
開
校
四
周
年
』、
一
九
二
四
年
、

岡
野
小
学
校
資
料
五
）。

そ
の
後
、
横
浜
で
は
復
興
校
舎
の
建
築
が

進
み
、
岡
野
小
学
校
で
は
一
九
二
八
年
一
二

月
二
五
日
に
鉄
筋
三
階
建
二
五
教
室
の
校
舎

が
竣
工
し
た
。
生
徒
と
教
員
は
翌
二
九
年
二

月
五
日
に
新
校
舎
へ
移
り
、
五
月
八
日
に
は

祝
賀
式
が
挙
行
さ
れ
た
（『
開
校
第
九
周
年
』、

一
九
二
九
年
、
岡
野
小
学
校
資
料
一
〇
）【
写
真

4
】。
岡
野
小
学
校
の
写
真
資
料
は
、
こ
の

う
ち
バ
ラ
ッ
ク
の
仮
校
舎
と
復
興
校
舎
の
も

の
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

（
二
）
集
合
写
真
か
ら
み
え
る
時
代
像

岡
野
小
学
校
写
真
資
料
の
大
半
は
、
生
徒

と
教
師
が
整
列
し
て
正
面
を
向
く
集
合
写
真

で
あ
る
。
四
三
件
の
写
真
資
料
の
う
ち
二
八

件
に
集
合
写
真
が
あ
り
、
そ
の
数
は
四
一
九

枚
と
全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
集
合
写
真
か
ら
は
何
を
読
み
取
る
こ
と
が

可
能
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

集
合
写
真
の
典
型
は
校
舎
の
前
で
学
級
毎

に
撮
影
し
た
写
真
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
各

学
年
の
学
級
数
や
生
徒
数
、
生
徒
達
の
服
装

の
推
移
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
一
九
二
五
年
六
月
の
写
真
帳
（
岡
野
小
学

校
資
料
三
五
）
に
は
合
計
二
六
学
級
の
集
合

写
真
が
載
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
校
舎
の
教

室
数
は
十
四
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
当
時

の
横
浜
の
学
校
は
就
学
児
童
の
学
級
数
に
対

し
て
教
室
数
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、

授
業
数
の
少
な
い
低
学
年
の
学
級
を
午
前
と

午
後
に
わ
け
、
教
室
を
二
学
級
で
使
用
す
る

二
部
授
業
が
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
。
岡
野

小
学
校
で
は
新
校
舎
建
築
後
も
教
室
不
足
は

解
消
さ
れ
ず
、
少
な
く
と
も
一
九
三
九
年
ま

【写真1】初代の木造校舎（1921年）
教育・学校資料写真002-002

【写真4】復興校舎の全景と講堂（1931年）
教育・学校資料写真014-002

【写真5】卒業記念写真　尋常六年三組（1921年）
教育・学校資料写真002-007

【写真3】天幕後のバラック校舎（1924年）
教育・学校資料写真001-003

【写真2】震災直後の天幕授業（1923年）
教育・学校資料写真001-004
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●大正後期～昭和前期、学校写真の世界　―岡野小学校の写真資料を中心に―

で
は
二
部
授
業
が
続
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
（『
開
校
第
十
九
周
年
』、
一
九
三
九
年
、

岡
野
小
学
校
資
料
一
八
）。

ま
た
一
九
二
一
年
の
尋
常
六
年
の
卒
業
記

念
写
真
【
写
真
5
】
で
は
生
徒
達
の
姿
は
基

本
的
に
和
装
だ
が
、
一
九
四
〇
年
撮
影
の
尋

常
六
年
の
卒
業
記
念
写
真
【
写
真
6
】
で
は

ほ
ぼ
全
員
が
洋
装
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け

て
は
、
横
浜
の
子
ど
も
達
の
服
装
が
和
装
か

ら
洋
装
へ
と
転
換
し
て
い
く
過
渡
期
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
第

一
巻
上
、
一
二
五
四
〜
五
五
頁
）。
各
学
校
が

毎
年
学
年
・
学
級
別
に
撮
影
し
て
き
た
集
合

写
真
は
、
こ
う
し
た
推
移
を
視
覚
的
に
た
ど

り
う
る
歴
史
資
料
と
し
て
の
意
味
を
宿
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

集
合
写
真
に
は
こ
の
他
に
も
学
校
の
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
の
記
念
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
牧
海
岸
で
行
わ
れ

た
海
水
浴
【
写
真
7
】、
卒
業
記
念
旅
行
と
し

て
の
記
念
館
三
笠
で
の
集
合
写
真【
写
真
8
】、

身
体
の
弱
い
生
徒
を
対
象
と
し
た
夏
期
養
護

学
級
【
写
真
9
】、「
皇
軍
兵
士
の
武
運
長
久

祈
願
」
を
目
的
と
し
た
浅
間
神
社
で
の
参
拝

【
写
真
10
】
な
ど
が
そ
の
典
型
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
集
合
写
真
は
日
常
の

学
校
風
景
や
生
徒
の
生
活
世
界
と
い
う
よ
り

は
、
記
念
す
べ
き
行
事
の
あ
る
た
び
に
撮
影

さ
れ
た
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事

集
合
写
真
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

の
写
真
が
あ
る
。
特
に
目
を
引
く
の
が
運
動

会
・
体
育
授
業
・
水
泳
等
の
体
育
関
係
行
事

で
あ
り
、
岡
野
小
学
校
写
真
資
料
か
ら
は
一

九
件
一
〇
六
枚
の
写
真
を
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
【
写
真
11
】
は
、
岡
野
公
園
を
会

場
と
し
て
実
施
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
の
大
運

動
会
の
風
景
で
あ
り
、
生
徒
達
が
運
動
場
に

整
列
し
、
集
団
で
体
操
を
し
て
い
る
。

ま
た
【
写
真
12
】
は
、
一
九
三
三
年
の
大

運
動
会
で
あ
る
。
こ
の
年
の
運
動
会
は
神
奈

川
県
立
横
浜
高
等
女
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
、

尋
常
四
年
女
子
の
競
技
「
達
磨
送
り
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
写
真
も
体
操
や
競

技
に
励
む
生
徒
の
姿
を
保
護
者
や
地
域
の
人
々

が
遠
巻
き
に
観
て
い
る
。
運
動
会
が
学
校
と

地
域
と
の
交
流
の
場
と
し
て
重
き
を
な
し
て

き
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る

写
真
で
あ
る
。

一
方
、
運
動
会
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
が
、
文

化
関
係
の
行
事
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
写
真
13
】
は
、
一
九
三
〇
年
三
月
の
学

芸
会
で
あ
り
、
講
堂
の
舞
台
で
女
子
生
徒
達

が
踊
る
姿
を
撮
影
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
学

芸
会
は
、
午
前
は
学
校
児
童
、
午
後
は
一
般

父
兄
の
た
め
に
開
催
さ
れ
「
盛
会
を
呈
し
た
」

と
い
う
。
学
芸
会
は
毎
年
三
月
の
恒
例
行
事

で
あ
っ
た
。

【
写
真
14
】
は
、
一
九
三
〇
年
一
一
月
に

開
催
さ
れ
た
「
創
立
十
周
年
記
念
展
覧
会
」

【写真7】本牧海岸における海水浴（1929年）
教育・学校資料写真001-040

【写真10】浅間神社での武運長久祈願参拝（1940年）
教育・学校資料写真023-010

【写真6】卒業記念写真　尋常六年五組（1940年）
教育・学校資料写真023-008

【写真9】夏期養護学級（1933年）
教育・学校資料写真016-001

【写真8】卒業記念旅行（1931年）
教育・学校資料写真014-008
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 大正後期～昭和前期、学校写真の世界　―岡野小学校の写真資料を中心に―●

で
あ
る
。
会
場
と
な
っ
た
教
室
内
に
は
生
徒

に
よ
る
絵
画
や
裁
縫
、
歴
史
年
表
な
ど
の
作

品
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
て
い
る
。
岡
野
小

学
校
は
こ
の
年
の
二
月
に
「
全
国
小
学
児
童

図
画
展
覧
会
」
を
主
催
し
て
各
県
の
児
童
作

品
を
集
め
て
展
示
す
る
な
ど
、
図
画
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（『
横
浜
貿
易

新
報
』
一
九
三
〇
年
二
月
二
五
日
）。
し
か
し
、

各
教
科
の
教
育
実
践
に
関
わ
る
写
真
は
少
な

く
、
特
に
学
校
生
活
の
基
本
と
な
る
教
室
で

の
授
業
風
景
の
写
真
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ

の
中
で
【
写
真
15
】
は
授
業
中
の
様
子
を
と

ら
え
た
貴
重
な
写
真
で
あ
る
。
男
子
生
徒
の

風
貌
か
ら
尋
常
六
年
か
高
等
科
の
授
業
と
み

ら
れ
、
黒
板
に
「
比
重 

◎
水
中
に
て
□
る
く

な
る
」
と
あ
る
の
で
理
科
に
関
す
る
授
業
と

推
定
さ
れ
る
。

他
方
、
写
真
に
は
あ
ま
り
残
ら
な
い
学
校

の
実
践
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
学
校
衛
生
の
実
践
を
紹
介
し
よ
う
。

都
市
化
が
進
み
、
非
衛
生
的
な
生
活
環
境
の

な
か
で
暮
ら
す
子
ど
も
達
の
健
全
な
発
達
を

い
か
に
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

こ
の
都
市
衛
生
教
育
の
問
題
は
当
時
の
横
浜

に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
（『
横

浜
市
史
Ⅱ
』第
一
巻
上
、
一
二
一
七
〜
二
七
頁
）。

こ
う
し
た
な
か
で
、
岡
野
小
学
校
は
鉄
筋
校

舎
に
お
け
る
学
校
衛
生
の
取
組
み
で
注
目
さ

れ
る
学
校
と
な
り
、
生
徒
の
履
物
と
校
舎
の

清
潔
保
持
の
関
係
、
教
室
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
の
計
測
と
換
気
、
生
徒
の
検
温
、
病
欠
児

童
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
入

浴
頻
度
が
「
十
五
日
に
一
度
以
下
」
の
生
徒

が
九
四
名
（
全
体
の
五
％
）
も
居
た
こ
と
か

ら
学
区
内
の
味
噌
醸
造
工
場
に
あ
る
風
呂
の

提
供
を
受
け
て
「
学
校
入
浴
」
を
実
施
し
た
り
、

夏
休
み
中
の
健
康
保
持
の
た
め
に
早
起
会
や

ラ
ジ
オ
体
操
を
企
画
す
る
な
ど
、
生
徒
の
健

全
な
成
長
を
は
か
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た

（
岡
野
小
学
校
『
本
校
衛
生
上
の
諸
問
題
』、

一
九
三
三
年
、
安
室
吉
弥
家
資
料
九
九
四
）。

【
写
真
9
】
で
紹
介
し
た
夏
期
養
護
学
級
も
、

こ
の
衛
生
教
育
の
一
環
と
し
て
の
行
事
で
あ

っ
た
。
夏
休
み
に
体
質
の
良
く
な
い
生
徒
を

集
め
、
講
堂
や
運
動
場
、
学
区
内
の
森
林
地

で
日
光
浴
や
散
策
、
昼
食
・
午
睡
・
間
食
な

ど
を
共
に
す
る
こ
と
で
彼
等
の
健
康
増
進
を

は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
は
岡
野
小
学
校
写
真
資
料
の
代
表
的

な
写
真
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
内
容
を
整
理
し

た
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
一
つ
の
学
校
・

学
年
・
学
級
の
経
験
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
学
校
や
地
域
、

横
浜
市
の
時
代
経
験
と
も
共
通
す
る
側
面
を

持
つ
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
今
後
と
も
資
料

に
宿
る
個
別
性
と
時
代
性
を
前
提
に
、
よ
り

多
く
の
写
真
資
料
を
集
積
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分

に
配
慮
し
つ
つ
、
可
能
な
所
か
ら
公
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

〔
金
耿
昊
〕

【写真11】岡野小学校大運動会（1930年）
教育・学校資料写真010-034

【写真14】創立十周年記念展覧会（1930年）
教育・学校資料写真010-039

【写真15】授業風景（年不詳、1929～1931年）
教育・学校資料写真001-079

【写真13】学芸会（1930年）
教育・学校資料写真010-031

【写真12】岡野小学校大運動会（1933年）
教育・学校資料写真017-007
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●続・戦後の風景

続
・
戦
後
の
風
景

前
回
、
戦
後
横
浜
の
風
景
写
真
か
ら
、
中

区
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
主
に
西

区
の
戦
後
の
風
景
を
見
て
い
く
。

当
横
浜
市
史
資
料
室
が
所
蔵
、
あ
る
い
は

提
供
を
受
け
て
い
る
写
真
は
、
関
内
・
関
外

な
ど
中
区
域
の
も
の
が
多
く
、
中
心
市
街
で

は
あ
る
が
西
区
や
神
奈
川
区
、
そ
れ
に
鶴
見

区
な
ど
の
写
真
は
少
な
い
。
西
区
域
の
写
真

は
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
多
い
方
だ
が
、
関

内
・
関
外
の
よ
う
に
目
印
に
な
る
建
物
や
風

景
が
写
り
込
ん
だ
写
真
が
少
な
く
、
場
所
の

特
定
が
よ
り
困
難
で
あ
っ
た
。
前
回
述
べ
た

よ
う
に
、
集
中
し
て
調
査
し
た
結
果
を
展
示

で
紹
介
す
る
と
共
に
、
以
下
主
な
写
真
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
く
。

野
毛
山
周
辺

は
じ
め
に
、
前
回
も
紹
介
し
た
、
庄
司
幸

一
氏
が
伊
勢
佐
木
町
の
湘
南
百
貨
店
か
ら
撮

影
し
た
と
思
わ
れ
る
風
景
を
見
て
み
る
。
写

真
①
は
、
野
毛
山
方
面
を
望
ん
で
い
る
。
京

浜
急
行
線
の
高
架
が
左
右
に
横
切
り
、
そ
の

手
前
に
は
中
区
の
末
吉
町
一
丁
目
の
街
並
み

が
写
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
看
板
が
見
え
る
。

拡
大
し
て
み
る
と
、
弥
生
旅
館
（
中
央
手
前
）

や
太
田
な
わ
の
れ
ん
（
右
手
）
な
ど
が
確
認

で
き
る
。
左
手
奥
に
向
か
っ
て
伸
び
る
道
路

の
、
高
架
の
手
前
に
黄
金
橋
が
あ
る
。
家
並

み
の
影
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
黄
金
橋
の

左
右
に
大
岡
川
が
流
れ
る
。

川
の
向
こ
う
ま
で
が
中
区
で
あ
る
が
、
先

ほ
ど
の
道
路
の
先
に
あ
る
建
物
は
東
小
学
校

で
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
西
区
と
な
る
。
そ
の

奥
、
丘
の
頂
上
付
近
は
野
毛
山
公
園
で
、
遊

園
地
の
遊
具
類
が
見
え
る
。
や
や
右
、
中
央

寄
り
に
は
野
毛
山
プ
ー
ル
の
観
覧
席
が
確
認

で
き
る
。
そ
の
左
手
前
の
屋
根
に
は
、
野
沢

屋
の
文
字
が
読
み
取
れ
る
。『
中
区
明
細
地
図　

昭
和
三
一
年
版
』（
経
済
地
図
社
、
一
九
五
六

年
）
に
よ
れ
ば
、
野
沢
屋
葬
祭
部
が
あ
っ
た
。

野
毛
山
周
辺
の
写
真
を
、
続
け
て
紹
介
す

る
。
野
毛
坂
を
登
り
、
野
毛
坂
交
差
点
を
越

え
る
と
、
左
に
市
立
図
書
館
、
正
面
突
き
当

た
り
に
老
松
中
学
校
が
あ
り
、
右
手
に
か
つ

て
野
毛
山
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
。
写
真
②
が
、

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
庄
司
幸
一
氏

が
撮
影
し
た
野
毛
山
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
現
在

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
坂
は
こ

の
あ
た
り
で
左
に
折
れ
て
、
少
し
登
る
と
右

手
は
野
毛
山
公
園
、
左
に
市
長
公
舎
が
あ
る
。

写
真
②
に
も
満
開
の
桜
が
写
っ
て
い
る
が
、

野
毛
山
公
園
内
は
今
も
桜
の
名
所
で
あ
る
。

野
毛
山
に
は
当
時
、
個
人
の
邸
宅
や
会
社
の

寮
、
旅
館
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、
そ
の
ま
ま

進
む
と
動
物
園
、
左
に
曲
が
る
と
遊
園
地
・

プ
ー
ル
方
面
に
向
か
う
十
字
路
に
至
る
。
写

真
③
は
、
左
下
が
野
毛
坂
方
向
、
右
奥
が
動

物
園
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
須
田
宏
氏
提

供
で
、
庄
司
氏
撮
影
と
同
じ
一
九
五
二
年
の

写
真
で
あ
る
。
以
下
、
し
ば
ら
く
須
田
宏
氏

提
供
写
真
か
ら
、
野
毛
山
周
辺
と
平
沼
方
面

の
写
真
を
紹
介
し
よ
う
。
写
真
に
は
撮
影
場

所
の
説
明
と
年
代
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
九
五
二
年
か
ら

一
九
五
五
年
頃
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
。

十
字
路
の
先
、
動
物
園
入
口
を
過
ぎ
る
と
、

右
に
藤
棚
方
面
に
向
か
う
道
が
あ
る
。
西
谷

浄
水
場
と
野
毛
配
水
池
を
結
ぶ
水
道
道
で
あ

る
。
水
道
管
を
敷
設
す
る
た
め
で
き
る
だ
け

直
線
で
道
路
を
つ
く
っ
た
た
め
、
藤
棚
と
野

毛
山
の
間
は
と
く
に
起
伏
が
激
し
く
、
通
称

尻
こ
す
り
坂
と
も
呼
ば
れ
る
傾
斜
の
き
つ
い

坂
が
続
く
。
そ
の
尻
こ
す
り
坂
を
自
動
車
が
、

土
埃
を
上
げ
な
が
ら
登
っ
て
く
る
様
子
を
と

ら
え
た
の
が
、
写
真
④
で
あ
る
。
奥
が
野
毛

山
方
面
、
動
物
園
あ
た
り
だ
ろ
う
。

写
真
⑤
は
、
ほ
ぼ
同
じ
あ
た
り
か
ら
撮
影

し
た
現
況
で
あ
る
。
こ
の
坂
の
途
中
に
、
西

区
役
所
が
設
置
し
た
水
道
道
と
尻
こ
す
り
坂

に
関
す
る
解
説
板
が
あ
る
。

紅
葉
坂
か
ら
掃
部
山

一
方
、
紅
葉
坂
方
面
に
転
じ
て
、
桜
木
町

か
ら
紅
葉
坂
を
登
り
始
め
る
と
、
す
ぐ
に
左写真③　野毛山動物園前の十字路　1952年5月　須田宏家資料

写真②　野毛山ホテル　1952年4月10日　荘司幸一氏撮影

写真①　 伊勢佐木町から見た野毛山方面　1953年7月16日 
荘司幸一氏撮影
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に
伊
勢
山
皇
大
神
宮
に
向
か
う
道
が
あ
る
。

そ
の
道
の
途
中
に
、
紅
葉
坂
教
会
が
あ
る
。

写
真
⑥
の
中
央
三
角
屋
根
の
建
物
が
そ
の
教

会
、
右
手
前
は
横
浜
市
婦
人
会
館
で
あ
る
。  

奥
が
桜
木
町
方
面
、
背
後
に
伊
勢
山
皇
大
神

宮
が
あ
る
。
同
教
会
は
同
じ
場
所
に
今
も
あ

る
が
、
建
物
は
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。

紅
葉
坂
を
そ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
登
る
と
、

右
に
県
立
図
書
館
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
掃
部

山
公
園
が
あ
る
。
写
真
⑧
が
公
園
内
の
様
子

で
、
写
真
⑨
は
公
園
内
に
あ
る
井
伊
掃
部
頭

銅
像
の
台
座
で
あ
る
。
銅
像
は
戦
時
中
に
金

属
回
収
で
撤
去
さ
れ
、
一
九
五
四
年
に
再
建

さ
れ
る
の
で
、
こ
の
頃
は
ま
だ
銅
像
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

掃
部
山
公
園
や
県
立
音
楽
堂
の
下
、
花
咲

町
側
に
は
割
烹
旅
館
紅
葉
閣
が
あ
っ
た
。
写

真
⑦
の
右
奥
に
写
り
込
む
建
物
が
紅
葉
閣
で
、

城
の
よ
う
な
建
物
が
特
徴
だ
っ
た
。
こ
の
あ

た
り
は
、
料
亭
が
多
く
建
ち
並
ぶ
一
画
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
紅
葉
閣
の
敷
地
内
に
は
、
戦

後
進
駐
軍
向
け
の
キ
ャ
バ
レ
ー
と
し
て
サ
ク

ラ
ポ
ー
ト
が
開
場
し
た
。

一
九
四
六
年
一
月
一
四
日
か
ら
一
九
日
の

『
神
奈
川
新
聞
』
に
、「
進
駐
軍
社
交
場　

近

日
開
場
」「
ダ
ン
サ
ー　

五
〇
〇
名
急
募
」

「
他
に　

将
校
倶
楽
部
ダ
ン
サ
ー　

百
名
」
と

い
う
サ
ク
ラ
ポ
ー
ト
の
募
集
広
告
が
、
連
日

掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
直
後
に
開
場
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
占
領
軍

の
進
駐
か
ら
四
ヶ
月

と
い
う
早
さ
と
、
五

〇
〇
人
・
一
〇
〇
人

と
い
う
募
集
人
数
の

多
さ
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
サ
ク
ラ
ポ
ー

ト
で
は
、
翌
一
九
四

七
年
に
開
催
さ
れ
た

貿
易
復
興
祭
初
日
の

八
月
一
五
日
に
、
祝

賀
式
典
が
行
わ
れ
て

い
る
。
貿
易
復
興
祭

は
、
民
間
貿
易
再
開

を
記
念
し
て
横
浜
市

と
神
奈
川
新
聞
社
共

催
で
開
催
さ
れ
、
仮

装
行
列
や
女
子
野
球

大
会
な
ど
様
々
な
関

連
行
事
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
一
九
五
三
年

に
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ

が
結
成
さ
れ
る
際
に

は
、
七
月
一
三
日
の
結
成
式
を
サ
ク
ラ
ポ
ー

ト
で
開
催
し
、
当
初
事
務
所
も
置
か
れ
て
い

る
。
進
駐
軍
向
け
の
キ
ャ
バ
レ
ー
か
ら
出
発

し
て
、
戦
後
復
興
に
関
わ
る
行
事
の
会
場
、

さ
ら
に
文
化
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て
い
っ
た

写真⑤　 水道道の急坂現況　2020年9月 
筆者撮影

写真④　水道道の急坂　西戸部町1丁目付近　年不詳
　　　　須田宏家資料

写真⑦　 花咲町の料亭街と旅館紅葉閣（奥） 
年不詳　須田宏家資料

写真⑥　 伊勢山皇大神宮に向かう道　中央に紅葉
坂教会　年不詳  須田宏家資料

写真⑨　掃部山公園内の井伊掃部頭銅像台座  年不詳
　　　　須田宏家資料

写真⑧　掃部山公園　1952年頃　須田宏家資料
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●続・戦後の風景

の
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
五
三
年
頃
に
は
、

店
名
の
表
記
は
「
さ
く
ら
ポ
ー
ト
」
と
改
め

ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
掃
部
山
公
園
の
隣
御
所
山
町
の

高
台
か
ら
戸
部
本
町
・
平
沼
方
面
を
望
ん
で

い
る
の
が
、
写
真
⑩
で
あ
る
。
左
手
の
高
架

が
京
浜
急
行
線
、
電
車
が
停
車
し
て
い
る
の

は
戸
部
駅
で
あ
る
。
戸
部
駅
の
奥
に
、
平
沼

小
学
校
が
あ
る
。
中
央
の
建
物
は
、
向
か
っ

て
右
側
が
戸
部
警
察
署
、
左
側
が
西
消
防
署

で
望
楼
が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
奥
を
、
右
に

向
か
っ
て
京
浜
急
行
線
の
高
架
が
続
く
。

高
島
町
か
ら
平
沼
方
面

戸
部
警
察
署
・
西
消
防
署
の
裏
手
に
、
石

崎
川
が
流
れ
て
い
る
。
写
真
⑪
が
そ
の
石
崎

川
で
、
説
明
に
よ
る
と
砂
利
の
荷
上
場
と
さ

れ
て
い
る
。
製
材
所
の
も
の
で
あ
ろ
う
材
木

が
、
沢
山
浮
か
ん
で
い
る
。
高
架
は
京
浜
急

行
線
、
奥
の
橋
は
平
戸
橋
だ
と
思
わ
れ
る
。

中
央
奥
に
並
ぶ
家
は
、
市
営
住
宅
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
小
河
川
が
、
当
時
は

ま
だ
舟
運
の
機
能
を
果
た
し
、
ま
た
貯
木
場

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

石
崎
川
は
、
高
島
町
付
近
で
桜
川
に
合
流

す
る
。
桜
川
の
桜
木
町
側
は
、
こ
の
頃
か
ら

埋
め
立
て
ら
れ
る
が
、
高
島
町
か
ら
横
浜
駅

手
前
ま
で
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
写
真
⑫
は
、

横
浜
駅
近
く
の
浅
山
橋
か
ら
高
島
町
方
向
に

桜
川
を
見
て
い
る
。
左
の
建
物
は
東
京
電
力
、

石
崎
川
と
同
じ
く
材
木
が
沢
山
あ
る
。
海
の

干
満
の
影
響
を
受
け
る
の
か
、
水
位
が
下
が

っ
て
材
木
は
底
に
並
ん
だ
状
態
で
あ
る
。

石
崎
川
の
先
は
、
平
沼
町
・
西
平
沼
町
方

面
と
な
り
、
帷
子
川
が
流
れ
て
い
る
。
須
田

宏
氏
提
供
写
真
に
は
、
こ
の
帷
子
川
と
東
海

道
線
に
架
か
る
平
沼
橋
か
ら
周
囲
を
撮
影
し

た
写
真
が
数
枚
含
ま
れ
る
。
鉄
道
と
踏
切
を

写
し
た
写
真
⑬
は
、
平
沼
橋
か
ら
南
側
の
東

海
道
線
・
相
鉄
線
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
右

手
奥
に
見
え
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
相
鉄
線

平
沼
橋
駅
で
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
東
京
ガ

ス
の
ガ
ス
タ
ン
ク
が
あ
る
。
踏
切
は
、
今
は

廃
止
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
は
開
か
ず
の
踏
切

と
も
い
わ
れ
た
。

平
沼
橋
は
、
関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
帷
子
川
と
東
海
道
線
を
渡

る
高
架
橋
と
し
て
新
た
に
建
設
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
、
高
島
町
か
ら
浅
間
町
に
至
る
道
路

も
同
時
に
整
備
さ
れ
、
石
崎
川
を
渡
る
高
島

橋
も
で
き
た
。
復
興
局
、
す
な
わ
ち
国
施
工

で
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
工
事
が
始

ま
り
、
一
九
二
九
年
に
完
成
し
た
。
二
月
二

二
日
に
は
地
元
平
沼
町
で
、
平
沼
橋
・
高
島

橋
お
よ
び
道
路
の
開
通
式
が
開
催
さ
れ
た

（『
横
浜
貿
易
新
報
』
二
月
二
三
日
）。
堀
切

善
次
郎
復
興
局
長
官
、
池
田
宏
神
奈
川
県
知

事
の
他
横
浜
市
の
関
係
者
が
参
列
し
、
式
の

あ
と
両
方
の
橋
の
渡
り
初
め
を
行
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
帷
子
川
に
架
か
っ
て
い
た
橋

は
元
平
沼
橋
と
な
っ
た
。
先
の
踏
切
は
こ
の

元
平
沼
橋
に
続
く
横
浜
道
の
一
部
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
写
真
の
後
、
高
度
経
済
成
長

期
以
降
は
電
車
の
本
数
が
増
加
し
た
こ
と
も

あ
り
、
踏
切
の
開
く
時
間
が
極
端
に
短
く
な

り
、
開
か
ず
の
踏
切
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

平
沼
橋
が
掛
け
替
え
ら
れ
、
歩
行
者
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
元
平
沼
橋

も
掛
け
替
え
ら
れ
て
、
踏
切
は
廃
止
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
は
失
わ
れ
た
風
景

の
写
真
か
ら
、
こ
う
し
た
歴
史
の
経
緯
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
沼
橋
を
さ
ら
に
進
ん
で
、
や
は
り
南
側

を
望
む
と
写
真
⑭
の
よ
う
な
風
景
と
な
る
。

左
端
に
、
平
沼
橋
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が

見
え
る
。
そ
の
右
奥
に
東
京
ガ
ス
の
ガ
ス
タ

ン
ク
、
手
前
の
白
っ
ぽ
い
建
物
は
横
浜
製
糖

工
場
で
あ
ろ
う
。
右
手
帷
子
川
の
奥
に
架
か

る
橋
は
、
平
岡
橋
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
帷
子

川
を
渡
っ
て
対
岸
か
ら
振
り
返
る
と
写
真
⑮

の
よ
う
に
ガ
ス
タ
ン
ク
が
見
え
る
。

帷
子
川
の
上
か
ら
は
、
下
に
元
平
沼
橋
が

見
え
る
（
写
真
⑯
）。
撮
影
時
期
や
時
間
が

異
な
る
た
め
か
、
帷
子
川
の
水
位
が
大
き
く

下
が
っ
て
い
る
。
橋
を
渡
る
リ
ア
カ
ー
は
、

提
供
者
に
よ
れ
ば
銭
湯
の
も
の
だ
ろ
う
と
い

う
。
こ
の
付
近
に
多
く
あ
っ
た
製
材
所
に
、

お
が
屑
や
木
っ
端
を
も
ら
い
に
行
っ
た
の
で

写真⑫　桜川　奥が高島町　年不詳　須田宏家資料

写真⑪　石崎川　高架は京浜急行線　年不詳
　　　　須田宏家資料

写真⑩　御所山から戸部本町・平沼方面を望む　年不詳
　　　　須田宏家資料
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 続・戦後の風景●

は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

失
わ
れ
る
風
景

銭
湯
は
、
現
在
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
風

景
で
あ
る
。
最
後
に
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
街
頭
の
風
景
を
、
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
。
い
ず
れ
も
、
秋
場
英
氏
撮
影
の
写
真

で
あ
る
。
秋
場
英
氏
は
戦
後
米
軍
に
勤
め
た

後
、
南
区
真
金
町
で
写
真
店
を
営
み
、
自
ら

も
市
内
の
街
角
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
一

九
五
五
年
前
後
の
写
真
が
多
い
。

写
真
⑰
は
、
ち
ん
ど
ん
屋
で
あ
る
。 

店
な

ど
の
広
告
宣
伝
と
し
て
は
、
高
度
経
済
成
長

期
以
降
衰
退
す
る
が
、
現
在
も
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
・
大
道
芸
の
一
つ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
披
露
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

や
は
り
大
道
芸
の
一
つ
に
、
猿
回
し
が
あ

る
。
猿
回
し
の
廻
り
に
集
ま
る
人
々
を
と
ら

え
た
の
が
、写
真
⑱
で
あ
る
。こ
の
写
真
の
他
、

一
〇
枚
以
上
連
続
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
人
々
の
表
情
に
引
か
れ
た
の
だ
ろ

う
。
背
景
に
写
る
寿
司
屋
か
ら
、
場
所
は
南

区
永
楽
町
一
丁
目
の
空
地
と
特
定
で
き
、
期

日
も
一
九
五
六
年
五
月
三
日
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
子
供
が
多
い
が
、
大
人
も
交
じ
っ
て

い
る
。
な
か
に
は
赤
ん
坊
を
背
負
っ
た
女
の

子
も
い
る
。
大
道
芸
と
し
て
は
す
で
に
衰
退

し
て
い
た
の
で
、
当
時
と
し
て
も
珍
し
か
っ

た
の
か
、
子
供
も
大
人
も
興
味
津
々
と
い
っ

た
表
情
で
あ
る
。

戦
後
復
興
期
の
街
の
風
景
は
、
今
は
多
く

が
失
わ
れ
た
が
、
焼
け
跡
か
ら
の
復
興
と

人
々
の
暮
ら
し
の
再
建
の
息
吹
を
、
そ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
羽
田
博
昭
）

写真⑬　 平沼踏切　東海道線と相鉄線　右奥に平
沼橋駅　年不詳　須田宏家資料

写真⑭　 帷子川と横浜製糖、ガスタンク　年不詳 
須田宏家資料

写真⑯　平沼橋から見た元平沼橋と帷子川　年不詳　須田宏家資料

写真⑮　 帷子川　左奥にガスタンク　年不詳 
須田宏家資料

写真⑰　ちんどん屋　年不詳　秋場英氏撮影写真⑱　猿回しの見物に集まる人々　1956年5月3日
　　　　秋場英氏撮影
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●一九一六年、山室周作家のナス生産と出荷

一
九
一
六
年
、
山
室
周
作
家

の
ナ
ス
生
産
と
出
荷

本
年
度
の
展
示
会
と
し
て
、
現
在
の
神
奈

川
区
六
角
橋
地
区
が
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期

に
か
け
て
急
速
に
宅
地
化
し
て
い
く
様
子
を
、

地
元
の
名
望
家
で
あ
る
山
室
家
の
資
料
（
山

室
宗
作
家
資
料
）
を
使
っ
て
展
示
を
行
っ
た
。

関
連
講
座
と
し
て
、
昨
年
度
の
市
史
資
料
室

紀
要
を
元
に
展
示
前
半
部
の
内
容
に
あ
た
る

大
正
初
期
の
農
業
に
つ
い
て
行
っ
た
が
、
キ

ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
の
生
産
・
出
荷
の
状
況
等
、

紀
要
・
展
示
で
も
触
れ
て
い
な
い
内
容
も
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
か
ら
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
の
ナ
ス
の
生
産
と
出
荷
に
つ
い
て
補
遺
と

し
て
述
べ
て
お
こ
う
。

一
九
一
六
年
の
野
菜
生
産
の
概
要

先
ず
、
簡
単
に
一
六
年
に
お
け
る
山
室
家

の
野
菜
生
産
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

こ
の
時
期
の
山
室
家
で
は
、
都
市
近
郊
農

村
の
特
徴
で
あ
る
野
菜
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
金
銭
収
入
の
約
五
割
が
野
菜
・

イ
モ
類
の
販
売
収
入
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
と

米
麦
雑
穀
や
林
産
品
な
ど
で
金
銭
収
入
の
約

八
割
を
占
め
て
お
り
、
農
業
を
主
と
し
て
い

る
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
方
で
地
代
・

家
賃
が
二
割
前
後
あ
り
、
村
内
外
に
農
地
以

外
の
土
地
所
有
も
あ
る
都
市
近
郊
の
農
家
・

地
主
で
あ
っ
た
。

山
室
家
の
野
菜
類
の
生
産
は
多
種
類
あ
り
、

同
年
の
日
記
等
に
は
、
イ
モ
類
も
含
み
二
五

種
類
の
野
菜
類
が
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
、

販
売
回
数
で
み
る
と
、
ナ
ス
が
八
七
回
と
圧

倒
的
に
多
く
、
以
下
コ
マ
ツ
ナ
二
四
回
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
二
三
回
、
キ
ュ
ウ
リ
二
〇
回
、
コ

カ
ブ
一
九
回
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
出
荷
回

数
で
は
数
量
や
金
額
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
出
荷
回
数
が
多
い
野
菜
類
が
栽
培

の
主
力
で
あ
っ
た
と
は
言
え
よ
う
。
出
荷
先

別
の
回
数
で
見
る
と
四
・
五
・
六
月
に
出
荷

が
多
い
が
、
年
間
を
通
し
て
毎
月
何
ら
か
の

野
菜
の
出
荷
を
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
冬

季
に
は
促
成
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
。

促
成
栽
培
に
つ
い
て

山
室
家
の
具
体
的
な
促
成
栽
培
を
見
る
前

に
、
簡
単
に
こ
の
時
期
の
促
成
栽
培
に
つ
い

て
見
て
お
こ
う
。

促
成
栽
培
は
、
加
温
・
保
温
に
よ
り
通
常

よ
り
前
に
収
穫
期
を
ず
ら
す
方
法
で
、
生
産

地
に
と
っ
て
は
最
盛
期
の
価
格
下
落
を
避
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
を
上
げ
、
消
費
地
で

は
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
既
に
江
戸
時

代
の
都
市
近
郊
な
ど
で
行
わ
れ
て
お
り
、
江

戸
近
郊
の
南
葛
飾
郡
砂
村
（
現
江
東
区
）
な

ど
が
有
名
で
、
初
鰹
な
ど
「
初
物
」・「
走
物
」

を
珍
重
す
る
嗜
好
と
相
ま
っ
て
か
な
り
高
価

に
販
売
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

明
治
時
代
に
は
、
図
1
に
あ
る
よ
う
な
ガ

ラ
ス
障
子
を
上
に
設
置
し
て
保
温
す
る
木
框

を
使
用
し
、
土
の
中
に
は
馬
糞
や
下
肥
な
ど

を
使
っ
た
醸
熱
物
を
踏
み
込
み
、
そ
の
発
酵

熱
に
よ
っ
て
加
温
し
た
。
図
の
木
框
は
、
奥

行
き
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
正
面
幅
約
三
・

六
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・
四
〜
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
板
を
使
い
、

前
面
の
高
さ
は
約
三

〇
〜
四
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
後
ろ
側
は

四
五
〜
六
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
角
材
で

足
を
設
置
し
て
い
る
。

下
図
の
よ
う
に
地
面

を
掘
っ
て
設
置
し
、

落
葉
を
底
に
入
れ
、

上
に
醸
熱
物
を
踏
み

込
み
、
埴
土
を
乗
せ

て
い
る
。
ま
た
、
周

囲
に
風
除
け
等
の
た
め
に
垣
を
設
置
し
た
。

こ
の
框
に
種
を
播
い
て
苗
を
育
て
、
何
回
か

移
植
し
、
最
後
の
移
植
（
定
植
・
本
植
）
の
後
、

開
花
・
結
実
・
収
穫
と
な
る
。
ま
た
露
地
物

も
、
苗
床
と
し
て
框
を
使
用
し
て
い
た
。
山

室
家
で
も
、
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
框
製

造
等
を
見
る
と
、
こ
れ
と
同
様
の
框
を
使
用

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
一
六
年
の
ナ
ス
促
成
栽
培

次
に
具
体
的
に
山
室
家
の
ナ
ス
生
産
に
つ

い
て
、
山
室
宗
作
家
資
料
「
大
正
五
年　

当

用
日
記
」（
家
政
│
日
記
・
手
帳
一
七
）
と
「
大

正
四
年
度　

金
銭
出
納
簿
」（
家
政
│
金
銭

出
納
二
）
に
よ
り
一
六
年
を
例
に
見
て
い
く
。

先
ず
、
促
成
栽
培
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

同
年
の
ナ
ス
の
記
載
は
一
月
一
三
日
が
最
初

で
「
茄
子
本
葉
一
葉
ニ
ナ
ル
」
と
あ
り
、
前

年
に
框
に
種
を
播
い
た
も
の
が
育
っ
て
い
る

様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
前
年
の
日
記
は
欠

な
の
で
、
い
つ
播
種
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い

が
、
翌
一
七
年
で
は
一
二
月
一
〇
日
に
浸
種

の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
翌
日
か
翌
々
日
に
は

播
種
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
五
年
も

同
様
に
一
二
月
中
旬
に
播
種
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

次
い
で
一
九
日
に
は
第
一
回
の
移
植
を
行

い
、
二
月
九
日
に
は
「
本
葉
三
四
葉
」
で
第

二
回
の
移
植
、
一
三
日
に
は
「
本
葉
四
五
葉
」

と
な
り
、
二
四
日
に
は
第
三
回
の
移
植
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
三
月
八
日
に
も
移
植
と
あ

り
、
遅
れ
て
い
た
も
の
か
、
次
の
播
種
の
も

の
か
は
分
か
ら
な
い
。

四
月
四
日
に
は
「
小
指
位
ノ
二
三
成
果
」

と
あ
り
、
一
〇
日
に
は
「
小
指
大
ノ
成
リ
付
ク
、

花
盛
リ
」
で
「
促
成
踏
込
ム
、
茄
子
定
植
用
」

と
定
植
用
の
框
を
準
備
し
て
い
る
。

一
方
で
翌
一
一
日
に
は
「
胡
瓜
十
三
本
、

茄
子
五
個
、
八
百
権
ヘ
始
メ
」
と
あ
り
、
五

個
を
収
穫
し
出
荷
し
て
い
る
。
前
日
の
も
の

で
は
早
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
な
記

載
が
無
く
不
明
で
あ
る
。
一
九
一
三
（
大
正 図1　 促成栽培の木框（『園芸の栞』神奈川県立農

事試験場、1912年、安室吉弥家資料1293）
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二
）
年
で
は
定
植
の
記
載
が
二
週
間
ぐ
ら
い

の
間
に
何
回
か
出
て
き
て
お
り
、
ま
た
丸
ナ

ス
と
長
ナ
ス
が
出
て
き
て
い
る
の
で
品
種
の

違
い
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
月
の
中
旬
以
降
は
収
穫
と
出
荷
の
時
期

と
な
る
。
図
2
は
一
六
年
の
ナ
ス
の
出
荷
数

量
と
単
価
を
見
た
も
の
だ
が
、「
初
物
」・「
走

物
」
の
時
期
で
あ
る
四
月
中
の
出
荷
数
量
は
、

一
日
ほ
ぼ
一
〇
個
未
満
と
少
な
く
、
そ
の
後
、

五
月
上
旬
に
は
二
〜
三
〇
個
か
ら
五
〇
個
程

と
な
り
、
中
旬
か
ら
六
月
初
旬
は
一
〇
〇
個

か
ら
二
〇
〇
個
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

日
記
等
で
単
価
が
分
か
る
最
初
の
四
月
二

七
日
に
は
、
四
個
で
四
四
銭
の
収
入
が
あ
り

一
個
一
一
銭
で
あ
っ
た
。
二
九
日
に
は
六
銭

五
毛
（
四
四
個
）、
五
月
一
一
日
五
銭
八
厘
六

毛
（
一
〇
五
個
）、
一
三
日
六
銭
九
厘
（
八
六

個
）、
一
七
日
七
銭
五
厘
五
毛
（
三
〇
八
個
）、

一
九
日
六
銭
九
厘
二
毛
（
二
四
〇
個
）、
二
一

日
七
銭
四
厘
八
毛
（
二
〇
〇
個
）、
二
三
日
六

銭
八
厘
九
毛
（
三
三
八
個
）、
二
五
日
六
銭
一

厘
八
毛（
二
九
〇
個
）、
二
七
日
五
銭
四
厘（
二

四
〇
個
）、
二
九
日
四
銭
七
厘
三
毛
（
二
六
二

個
）
と
、
五
月
一
一
日
以
降
、
一
五
日
・
三
一

日
も
日
記
に
は
出
荷
の
記
載
が
あ
る
の
で
一

日
お
き
に
出
荷
し
て
お
り
、
単
価
は
五
〜
六

銭
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
五
月
一
九
日
の
日
記

の
記
載
に
は
「
上
物
ハ
壱
個
十
二
銭
位
、
込

ノ
七
銭
位
」
と
あ
り
、
二
九
日
に
も
「
上
物

ハ
一
個
拾
一
銭
也
、
平
均
五
銭
也
」
と
あ
る

の
で
、
質
が
良
い
も
の
は
一
一
〜
一
二
銭
ぐ

ら
い
で
あ
っ
た
。
六
月
初
旬
も
ほ
ぼ
一
日
お

き
に
出
荷
し
て
い
る
が
、
単
価
は
五
月
の
半

値
ほ
ど
に
な
り
、「
上
物
ハ
壱
個
五
銭
、
平

均
壱
個
参
銭
也
」
と
上
物
と
と
も
に
半
値
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
漸
次
、
露
地
物
が
出
荷

さ
れ
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
全
体
の
供
給
量

が
多
く
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
一
四
・

一
六
・
一
八
日
は
、
後
述
の
よ
う
に
促
成
物

と
露
地
物
の
収
穫
が
分
け
て
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
後
は
促
成
物
と
の
記
載
は
無
く
な
る
の

で
、
六
月
二
〇
日
前
後
が
促
成
物
出
荷
の
最

後
と
な
っ
た
。

一
九
一
六
年
の
ナ
ス
露
地
栽
培

次
に
、
促
成
栽
培
の
時
期
と
重
な
っ
て
い

る
の
で
判
別
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
露

地
物
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

三
月
八
日
に
本
農
園
か
ら
種
子
一
合
を
購

入
し
、
翌
々
日
に
は
「
露
地
茄
子
苗
用
浸
種
」

を
行
っ
て
い
る
。
記
載
は
無
い
が
、
数
日
の

内
に
播
種
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
月
四
日
に
は
「
本
葉
一
葉
」
と
あ
り
、

促
成
物
が
花
盛
り
で
あ
っ
た
一
〇
日
に
は
、

「
本
葉
弐
参
葉
」
と
な
っ
て
お
り
、
翌
一
一

日
に
は
第
一
回
の
移
植
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
促
成
物
の
出
荷
期
と
な
り
、
そ

ち
ら
の
記
載
が
多
く
露
地
物
の
記
載
は
少
な

い
が
、
五
月
八
日
か
ら
定
植
を
行
っ
て
い
る
。

八
日
に
は
一
二
〇
〇
本
、
一
反
二
畝
分
を
行

い
、
一
一
日
に
は
一
〇
〇
〇
本
、
一
二
日
に

は
一
二
〇
〇
本
を
行
い
、「
合
計
三
千
六
百

本
」
と
記
載
さ
れ
、
一
三
日
に
は
「
茄
子
定
植
、

本
日
ニ
テ
終
了
」
と
あ
り
、
四
七
〇
〇
本
を

定
植
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
余

っ
た
苗
な
の
か
一
〇
〇
本
の
苗
を
五
〇
銭
で

売
却
し
て
い
る
。
二
九
日
に
も
一
五
〇
本
の

定
植
を
行
っ
て
い
る
。

三
〇
日
に
は
数
本
が
開
花
を
始
め
て
お
り
、

六
月
二
日
に
は
三
〇
〇
本
が
開
花
し
、
翌
三

日
に
は

虫
（
ア
ブ
ラ
ム
シ
）
の
駆
除
を
行

っ
て
い
る
。

一
〇
日
に
は
「
来
ル
十
二
日
頃
ヨ
リ
露
地

茄
子
採
集
始
マ
ル
ベ
シ
」
と
記
載
し
、
一
四

日
に
は
「
畑
ノ
茄
子
、
六
十
一
個　

四
十
八

銭
六
厘
、
畑
ハ
一
昨
日
拾
五
個
也
ニ
テ
二
回
」

と
あ
る
の
で
、
一
二
日
に
一
五
個
の
収
穫
が

露
地
物
の
最
初
で
あ
っ
た
。
一
四
日
に
は
促

成
物
も
二
〇
七
個
の
収
穫
が
あ
り
、
単
価
は

七
厘
二
毛
、
露
地
物
単
価
八
厘
と
変
わ
ら
な

い
価
格
と
な
っ
て
い
た
。
一
六
日
に
は
露
地

物
四
〇
〇
個
、
促
成
物
二
六
〇
個
と
な
り
、

一
八
日
は
露
地
物
六
八
二
、
促
成
物
二
〇
〇

個
、
二
〇
日
は
収
穫
個
数
が
不
明
だ
が
、
二

二
日
に
は
単
に
九
六
〇
個
と
記
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
促
成
物
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ

図 2 1917（大正7）年、山室家のナスの出荷量と単価
出典 ：山室宗作家資料「大正五年　当用日記」（家政-日記・手帳17）、「大正四年度　金銭出納簿」（家政
-金銭出納2）。

注： は出荷量（個、左軸-対数目盛）、 は日記記載の単価（銭、右軸、計算単価を含む）、 は金銭出
納簿記載の計算単価（銭）。上部の は出荷量の有無に関わらず出荷したと思われる日、 等は出荷以
外のナスに関する作業が記載されている日を示す。
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た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
ほ
ぼ
一
日

お
き
に
収
穫
・
出
荷
さ
れ
、
二
四
日
一
二
〇

〇
、
二
六
日
一
三
〇
〇
（
促
成
物
も
一
五
〇

個
）、
二
八
日
は
不
明
、
七
月
一
日
一
七
〇
〇
、

三
日
二
〇
〇
〇
個
と
な
り
、
五
日
二
五
二
〇
、

七
日
不
明
、
九
日
二
二
〇
〇
、
一
一
日
二
一

〇
〇
、
一
三
日
不
明
（
一
八
籠
）、
一
五
日
不

明
、
一
七
日
二
五
〇
〇
、
一
九
日
二
八
〇
〇
、

二
一
・
二
三
・
二
五
・
二
八
・
三
〇
日
不
明

と
後
半
は
個
数
が
分
か
ら
な
い
が
、
七
月
は

二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
個
の
間
で
推
移
し
、

八
月
二
日
に
は
三
一
〇
〇
個
と
三
〇
〇
〇
個

を
超
え
、
四
日
三
一
〇
〇
、
六
日
に
は
四
八

〇
〇
個
と
四
〇
〇
〇
個
を
超
え
、
八
日
四
五

〇
〇
、
一
〇
・
一
三
・
一
六
日
不
明
、
一
九
日

に
は
「
茄
子
四
千
七
百
、
下
物
四
百
個
」
と

下
物
も
合
計
す
る
と
数
量
が
判
明
す
る
な
か

で
最
高
の
数
量
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
頃
か

ら
収
穫
の
間
隔
が
約
二
日
お
き
と
な
っ
て
い

る
。二
二
日
三
〇
〇
〇
と
下
物
三
〇
〇
、二
五
・

二
八
・
三
一
・
九
月
三
・
六
・
九
・
一
二
・
一

六
・
二
〇
・
二
五
・
一
〇
月
二
日
不
明
と
八
月

末
以
降
は
数
量
が
判
明
せ
ず
、
一
〇
月
二
日

が
収
穫
の
記
載
が
あ
る
最
後
と
な
っ
た
。

ま
た
、
八
月
二
六
日
に
は
「
茄
子
跡
耕
シ
」、

九
月
二
日
「
茄
子
跡
耕
耘
」
と
収
穫
が
終
了

し
た
畑
を
次
に
備
え
て
耕
し
て
お
り
、
記
載

は
無
い
が
別
の
作
物
の
た
め
に
使
わ
れ
た
と

思
わ
れ
、
九
月
二
七
日
に
は
草
取
り
、
一
〇

月
二
〇
日
に
は
「
茄
子
ノ
樹
コ
ギ
」
を
行
い
、

一
一
月
四
日
に
は
「
原
畑
」
の
ナ
ス
の
跡
に

大
麦
を
播
種
し
て
い
る
。

露
地
物
の
単
価
を
見
る
と
、
六
月
の
促
成

物
と
混
在
し
て
い
る
と
き
で
も
、
既
に
一
銭

を
割
り
込
み
七
月
上
旬
ま
で
は
五
〜
六
厘
で

推
移
し
、
以
後
八
月
初
旬
に
か
け
て
は
二
〜

三
厘
と
な
り
、
八
月
中
旬
に
は
二
厘
を
割
り

込
み
底
値
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
露
地
物
の
最
盛
期
に
は
、
促

成
物
最
盛
期
の
二
〇
倍
も
の
収
穫
が
あ
っ
た

が
、
単
価
は
二
〇
分
の
一
以
下
と
な
っ
た
。

ナ
ス
の
出
荷
先

次
に
ナ
ス
の
出
荷
先
を
見
て
い
こ
う
。

表
1
は
、
山
室
家
の
ナ
ス
の
出
荷
先
の
う

ち
、
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
複
数
回
の
出

荷
先
問
屋
で
あ
る
。
全
部
で
七
問
屋
あ
り
、

こ
の
う
ち
備
考
に
記
載
し
た
四
問
屋
は
場
所

等
が
確
認
で
き
る
か
、
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
問

屋
で
あ
る
。
こ
の
他
に
問
屋
名
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
不
明
分
が
か
な
り
あ
る
。

出
荷
回
数
は
友
が
一
九
回
と
多
く
、
主
に

促
成
物
の
出
荷
時
期
で
あ
る
四
〜
六
月
に
集

中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
記
載
な
し
の
不
明

分
が
露
地
物
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、

友
が
促
成
物
だ
け
か
ど
う
か
は
よ
く
分
か
ら

な
い
。
こ
の
友
は
山
室
家
資
料
に
仕
切
が
残

っ
て
お
り
、
港
町
市
場
（
横
浜
食
品
市
場
）

取
締
役
畠
山
国
太
郎
の
「
八
百
友
」
で
同
市

場
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
真
砂

町
一
丁
目
四
番
地
、『
横
浜
社
会
辞
彙
』
一
九

一
八
年
）。

次
に
多
い
「
下
吉
」・「
八
百
権
」・「

」
は

所
在
不
明
で
、「

」
は
、
一
貫
し
て
こ
の
名

称
で
出
て
く
る
の
で
屋
号
も
不
明
で
あ
る
。

林
屋
は
、
資
料
上
で
は
所
在
は
分
か
ら
な

い
が
、
お
そ
ら
く
は
扇
町
市
場
の
二
問
屋
の

う
ち
の
一
軒
で
あ
る
林
屋
と
思
わ
れ
る
。
同

市
場
は
、
市
役
所
の
建
築
に
伴
う
港
町
市
場

の
一
時
移
転
の
騒
動
に
関
連
し
、
県
市
場
規

則
の
場
所
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
際
に
認
可
と

な
っ
た
市
場
で
あ
る
（
一
九
〇
三
年
）。

八
百
吉
も
資
料
上
で
は
所
在
は
分
か
ら
な

い
が
、
先
の
八
百
友
と
同
じ
港
町
市
場
の
鈴

木
萬
次
郎
の
問
屋
（
真
砂
町
一
丁
目
四
番
地
）

と
思
わ
れ
る
。

大
安
は
、
山
室
周
作
日
記
に
翌
一
七
（
大

正
六
）
年
四
月
に
開
業
式
の
記
載
が
あ
り
、

県
規
則
に
よ
り
同
年
に
認
可
さ
れ
た
市
場
で

あ
る
が
（
神
奈
川
町
二
ツ
谷
、『
横
浜
市
統
計

書
』
第
一
六
回
）、
こ
れ
以
前
よ
り
問
屋
と
し

て
営
業
を
し
て
い
た
。『
横
浜
市
商
工
名
鑑
』

（
一
九
一
八
年
）
で
は
青
木
町
九
四
五
、
松
本

安
蔵
と
あ
る
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に

認
可
青
果
市
場
八
箇
所
が
合
併
し
横
浜
中
央

食
品
市
場
株
式
会
社
を
設
立
、
二
一
年
か
ら

市
営
の
横
浜
市
中
央
食
品
市
場
を
経
営
す
る

よ
う
に
な
る
が
、
港
町
・
扇
町
・
大
安
の
認

可
市
場
は
、
同
社
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
他
、
市
南
部
で
は
長
者
町
・
蒔
田
町
、

北
部
で
は
飯
田
町
・
神
明
町
（
神
奈
川
町
）、
瀧

下
町（
青
木
町
）の
各
青
果
市
場
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
東
京
出
荷
は
一
六
年
に
は
確
認
で

き
な
い
が
、
翌
一
七
（
大
正
六
）
年
に
は
、

神
田
多
町
青
果
市
場
の
問
屋
と
思
わ
れ
る
「
角

善
」
へ
出
荷
し
て
い
る
。
同
年
、
日
記
等
で

は
五
月
の
半
ば
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
六

回
の
出
荷
が
確
認
で
き
、
促
成
物
の
時
期
に

出
荷
し
て
い
た
。
七
月
一
四
日
の
記
載
に
は

「
東
京
角
善
ヘ
行
ク
、
勘
定
相
済
3
2
1
0

銭　

八
回
分
」
と
あ
り
、
記
載
さ
れ
て
い
な

い
分
も
含
め
て
八
回
の
取
引
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
（「
大
正
六
年　

当
用
日
記
」、
山
室

宗
作
家
資
料　

家
政
│
日
記
・
手
帳
一
八
）。

角
善
に
は
一
二
（
大
正
元
）
年
に
も
出
荷
の

記
載
が
あ
り
、「
本
日
、
神
奈
川
便
利
社
ヲ
依

頼
シ
冬
瓜
四
個
、
角
善
ヘ
送
ル
」
と
あ
る
よ

う
に
、
業
者
に
依
頼
し
て
ト
ウ
ガ
ン
を
送
っ

て
い
る
（「
大
正
元
年
日
誌
」、
山
室
宗
作
家

資
料　

家
政
│
日
記
・
手
帳
一
四
）。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の

山
室
家
で
は
、
ナ
ス
の
促
成
物
・
露
地
物
や

そ
の
他
の
多
種
類
の
野
菜
を
生
産
し
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
都
市
部
に
出
荷
し
て
い
た
。
こ

の
経
営
は
、
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東

大
震
災
後
に
郊
外
移
転
が
急
増
し
急
速
に
宅

地
化
が
進
み
、
山
室
家
で
も
宅
地
・
貸
家
経

営
主
体
に
舵
を
切
る
ま
で
続
い
て
い
た
（『
横

浜
市
史
Ⅱ
』
第
一
巻
上
）。

 

（
百
瀬　

敏
夫
）

表1　1916（大正5）年、山室家のナスの出荷先
出荷先 回数 備考

友 19 八百友、港町市場（現中区港町）の問屋

下吉 9

八百権 6

4

林屋 4 扇町市場（現中区扇町）の問屋

八百吉 3 港町市場（現中区港町）の問屋

大安 3 神奈川町二ツ谷の問屋

出典：図2と同じ。
注： 山室家が複数回出荷している問屋のみ。これ以外に1回が 
1問屋、市場・埋地が1回ずつ、不明が23回ある。
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 ●資料紹介　●市史資料室たより

《市史資料室たより》
【令和2年度横浜市史資料室室内展示】

「YOKOHAMA 戦後の風景」

会期： 開催中～令和3年1/11（月・祝）

時間：午前9時30分～午後5時

◎入場無料

会場： 横浜市西区老松町1番地 

横浜市中央図書館地下1階 

横浜市史資料室

内容： 戦後から高度経済成長期前までの中区、

西区を中心とした風景を所蔵資料で紹

介します。

◎予告　次回市史資料室室内展示

大正後期～昭和前期　学校写真の世界

会期： 令和3年1月中旬～4月初旬

【展示会「神奈川区六角橋、農村から街へ 

～山室周作日記に見る移り変わり～」が終了

しました。】

①展示会（8/22～10/10）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

名前、連絡先、体調の確認を行って見学する

ことになり、例年とは違う展示風景となりま

した。地元の歴史を知りたいと神奈川区在住

の方が多く来室されました。時間をかけて

じっくり展示見学される様子からは、わがまち

六角橋に対する熱い思いが感じとられました。

②展示関連講座（9/26）

「山室周作日記にみる大正初期の農業」

　参加人数を少なくして、横浜市中央図書館

地下1階のホールで開催されました。「大正

期橘樹郡等の農業による暮らしぶりを詳細に

つづった山室周作日記は貴重な足跡だ」、「蔬

菜生産の様子がよくわかりました」等感想を

頂きました。

【寄贈資料】
1 田中一郎　様 2点 
田中一郎家資料追加

2 白石　緑　様 3点 
小林直明家資料追加

3 ダン・陽子　様 1件 
1945年5月29日横浜大空襲手記

4 高橋富美子　様 82件 
髙橋富美子家資料追加

【横浜市史資料室のご利用について】

　現在横浜市史資料室の利用は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止対策のため予約制と

なっております。事前に電話・Eメールで利

用方法等をご相談ください。

横浜市史資料室

電話：045-251-3260

Fax：045-251-7321

Eメール： so-sisiriyou @city.yokohama.jp

広
報
課
写
真
資
料
は
、
二
〇
〇
七
（
平
成

一
九
）
年
度
、
市
民
活
力
推
進
局
広
報
課
が

中
区
万
代
町
の
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
分
室

を
撤
収
す
る
際
に
移
管
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、

既
に
本
誌
第
四
号
で
紹
介
し
た
。
こ
の
際
に

同
課
が
主
要
な
写
真
約
一
万
点
を
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
化
し
た
も
の
も
移
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
市
史
資
料
室
の
事
業
な

ど
で
使
わ
れ
て
い
る
他
、
外
部
提
供
が
で
き

る
写
真
に
つ
い
て
は
出
版
物
や
展
示
・
テ
レ

ビ
番
組
等
に
提
供
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

移
管
当
初
は
外
部
用
目
録
が
な
く
、
資
料

室
の
発
行
物
に
よ
り
写
真
を
特
定
す
る
し
か

な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
三
五
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
の
べ
た
焼
き
程
度
に
出
力
し
た
目
録
を
作

成
し
資
料
室
に
架
蔵
し
て
い
る
。

本
年
九
月
よ
り
は
、
こ
の
紙
目
録
を
作
成

し
た
際
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
市
史
資
料
室

の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
目
録（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）を
公
開
し
て
い
る
。

◇
目
録
の
場
所

横
浜
市
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
市
の
情
報
・

計
画
↓
横
浜
市
に
つ
い
て
↓
市
の
概
要
↓
横

浜
市
史
資
料
室
↓「
写
真
で
見
る
昭
和
の
横
浜
」

等
の
ご
案
内
↓
広
報
課
写
真
資
料
の
紹
介

◇
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.city.yokoham

a.lg.jp/city-
info/yokoham

ashi/gaiyo/shishiryo/
show

a/shokai/

目
録
は
、
都
合
上
、
写
真
を
横
長
と
縦
長

に
分
け
て
作
成
し
、
日
付
順
に
配
置
し
て
あ

る
。
横
長
写
真
分
は
フ
ァ
イ
ル
を
三
分
割
し

て
お
り
、「
広
報
課
写
真
資
料
の
紹
介
」
下
の

「
広
報
課
写
真
資
料
と
は
」
に
あ
る
目
次
か

ら
該
当
年
の
ペ
ー
ジ
を
探
し
、
分
割
フ
ァ
イ

ル
に
あ
た
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
。
フ
ァ
イ

ル
サ
イ
ズ
が
大
き
い
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。

な
お
、
他
の
資
料
群
の
写
真
も
含
め
て
原

資
料
に
よ
る
閲
覧
は
お
断
り
し
て
お
り
、
ま

た
、
放
映
・
掲
載
等
を
前
提
と
し
な
い
写
真

利
用
に
は
デ
ー
タ
提
供
は
し
て
い
な
い
。
写

真
資
料
の
出
版
物
へ
の
掲
載
・
放
映
等
に
よ

る
利
用
に
つ
い
て
は
、「
横

浜
市
史
資
料
室
の
ご
利
用

に
つ
い
て
」
に
あ
る
手
順

に
よ
り
申
請
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
提
供
デ
ー
タ
の

受
け
渡
し
に
は
、
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
を
ご
持
参
の
上
、
資
料

室
に
お
い
で
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
こ
と
も
従
来
通

り
で
あ
る
。

 

（
百
瀬　

敏
夫
）

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています。
 リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　　　

「
広
報
課
写
真
資
料
目
録
」

の
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開

「広報課写真資料目録」のp251

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

毎週日曜日及び
横浜市中央図書館休館日


